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今年の夏は、海外の山を楽しまれた方が多かったようです。ヒマラヤ、カナダ、ニュージーランR  

アルプスなど世界各地のトレッキングを皆さんもお楽しみ下さい。  

8／6 ガンゴトリ→ポジュバサコゴームク   

8／7 ポジエバサ→ゴームクコタポバン   

8／8 ポジュバサ→ガンゴトリ   

8／9 ガンゴトリ→リシケシ  

（行きよりおんぼろのバスで14時間）   

8／10 リシケシ→デリー（まあ、ましなバスの旅）   

8／11デリー→アジメール  

（インド国鉄シヤタブディE耳P．2等列車）   

8／12 アジメールコプシュカーノレ→ジャイブール   

8／13 ジャイブール→デリー  

（インド国鉄ジャムタワイ取p．2等列車）   

8／14 デリー   

8／15 デリー（インドで（こ珪践己念日で、全ての  

店が閉店）→（AI314）   

8／16 →関空→・岡山  

＜日誌＞  

8月2日（岡山→関空14：00 （エアーインディア  

315）→デリー20：45）   

初めての関西空港、テクノロジーの塊，エアーイ  

ンディア315便は、予定通りテイクオフ。香港で1  

時間のトランジットの後、インド時間20：45無事デ  

リーのインディラガンジー国際空港乱プリペイド  

タクシーでぽられる事なくジャイシンロードにある  

YMCAに投宿。雨が少し降っているがいくぷん暑  

さはましな感じでありました。とにかくインドが始  

まる。  

8月3日（デリーにてトレッキングの準備）   

今日は朝から雨，そのせいかものすごく蒸し暑い。  

ガニ／ジス声す汐誌酔＼の一」J旅  

武書性献  

＜プロローグ＞   

日本全体が少しずつ余暇時間を持ちつつある状況  

の中、私の勤め先も夏バカンス制度（夏に最大2週  

間連続休暇制度）が昨年から発足しまして、昨夏は  

17年振りにインドへ、それも小3、小4の娘をっれ  

ての「子連れ旅」でした。インドの経済改革は目に  

見えてわかりました。「カンパコーラ」が「ペプシ  

コーラ」に全面的に変わっていたり、ただしやはり  

水は変わりなく、結局下痢になってしまって、「も  

うインドはいや」というはめになりました。という  

訳で今年はインドヘ女房子供は留守役で「おとうさ  

ん一人の道楽旅」となりました。そこで久し振りに  

ヒマラヤを見に行こうと思い立ち、それもモンスー  

ン中はどんなものだろうかと患い、ガルワール地方  

のガンゴトリヘ向かったのでありました。以下、旅  

のつれづれのままに、今夏の8月2日～8月16日の  

期間、昔を少し振り返りながら、42才の「人山旅が  

始まりました。  

＜日程＞   

8／2 岡山→関西空港（Aほ15）→デリー   

8／3 デリーにて準備とバスブッキング   

8／4 デリー→リシケシ（おんぽろバスの旅）   

8／5 リシケシ→ガンゴトリ（よりおんぽろのバ  

スで14時間）  
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YMCAは滴繋で朝食付で280RSは手亀近くの東  

京振行へ行って‡150を換金。‡1＝30．85RS。帰  

り便のリコンファームを済ませてGPO（中央郵便  

局）に寄ってメールを投函（投函といっても、あの  

インドのシステムに閉口しながらもスタンプを完全  

に押したかどうか確認の上）、昼からはオールドデ  

リー北のカシミーリゲイトにあるインターステイツ  

バスターミ ナル（ISBT）にてリシケシ行きのバ  

スブッキング（5〔lRS）。その後、雑踏のチャンドン  

チョーク、さらにはメインバザールで、ストープ、  

インド製のナベ等、若干食料を臥メインバザー  

ルには、何分月も放浪している日本の若者多し。懐  

かしい限り。  

8月4日（デリー9：30→リシケシ16：00）   

8時30分にYMCAを出る。荷物は1日5RSで利  

用できるデポジットルームに預ける。バスは夏の巡  

礼シーズンで巡礼客で楓暑い太陽の照りっける  

ヒンドスタン平原を北上。14時近く平原の彼方から  

山らしい地形を確認。いよいよウッタラカン㍍15  

時過ぎ、最大のヒンドゥー巡礼地′、ルドワール著b  

殆どが下車。10人程度の客が入ってきて、のんびり  

と商ったガンジス河沿いにリシケシに向かった。リ  

シケシ、勧、しい響き。19楓ナンダデビィ内  

酪こて登山すべく別才の私。27才の和田さんと2人  

していました。一瞬のうちに記憶が廷りました。そ  

して、あの時投宿したメンカホテルが、バスターミ  

ナルの前の同じ所にありました。思わず、投宿（即  

RS）。オーナーは変わっておりましたが、話をする  

と紛、ら昔の宿帳を持ってきまして、どれ見てみ  

ろと言わんばかり。ありました。その件ですごく友  

好がられ、チャイ、コーラ、ビスケット、飲めや食  

えやでインド人から歓迎されたのは初めてでした。  

明日はガンゴトリヘ長い長いバスの王私ブッキング  

はすんなり、バス料金102RS。  

8月5日（リシケシ5：測→ガンゴトリ19：30）   

午前4時過ぎ目を覚ますムホテル前でオートリキ  

シャをっかまえ、ウッタラカンド行きバスステーシ  

ョンに行く。巡礼のネパール人一行10名と同じバス。  

彼らの畠では途中のウッタルカシ以北で雨のため道  

路が崩壊でここ3日間はストップしているらしいと  

の事。まあ行くだけ行ける所まで行こうと決める。  

3時間でナンダデビィ方面へのアナクンダ河とガン  

ゴトリ方面へのバギラティ河が合流するテーリーに  

着く。この後は急激に登行してバギラティ河沿いに  

バスは進む。14時頃ウッタルカシに着く。ラッキー  

な事に今日から道路再オープン。同乗のインド人、  

運転手から「ノンプロブレム」の連私早速バスの  

運転台にあるシヴァ神のブロマイドに向かって線香  

を焚いて、讃歌をがなりたてだした。ほとはとうん  

ざりする頃、Ⅴ字谷の中をバスは走っている。夕刻  

巡礼地ガンゴトリに着いた。14時間は中年には厳し  

すぎる。ツーリストバンガローに投宿ムひんやりし  

て寒いぐらしヽ  
14：30   

8月6日（ガンゴトリ8：10→ポジエバサ   コ  
17：30  

ゴームク16：35）   

ポジエバサまで13k恥そうかからないと思ってい  

たものの、山道に入ったらそうはいかない。ガンジ  

ス河の源流の・・一つバギラティ河の右岸に幅1mのき  

ちんとした通が一弘右下にバギラティ河の濁流を  

見ながら、所々に咲く高LLl植物を賞でながら、1時  

間の歩行時間に合わせたようにバッティ（茶店）に  

立ち寄りながら、ビスタリでポジエバサに着く。こ  

こにはヒンドゥーのヨガのアシェラムもあり、ツー  

リストバンガローもあり、静かで落ち着いた所i標  

高も3，500mあり、北アルプスの双六平に似た所♭  

普段だと正面にガンゴトリ氷河を囲むヒマラヤの峰  

々が見えると言うが、今は雨期で厚い雲ム想像で措  

いてみる。時間もあることなので、明日からの行動  

を考え、少しでも高い所へということで3，珊mの  

ゴームクまで往復する。ゴームクへは荒涼とした道  

を6k恥ガンゴトリ氷河舌鼠ここからガンジスが  

始まり、ベンガル湾にあるガンガサガールまで実に  

6，000k恥 ヒンドゥーの巡礼、サドゥーが残してい  

った石でこしらえたシヴァ神のリンガがあった。小  

雨の中、急ぎ足でポジエバサベ下る。ポジエバサに  

戻ると、3人のスペイン人、2人のイギリス人、1  

人のフランス人、2人の韓国人とトレッキングのパ  

ーティーが来ていた。夜は国際塚に早変わり。特に  

韓国隊は来年ポストにシプリン北稜を登るとかbイ  

ンド人よりも外国人が圧倒的に多い。  
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8月7日（ポジエバサ8：00→ゴームク9：50→タ  

ポバン11：50→ポジュバサ15：30）   

今日はガンゴトリ氷河へ上り、お花佃の中でヒマ  

ラヤをスケッチしたり、写真を撮ったりしてみたが、  

はっきりとしない空模様で、一附こしかシャッター  

チャンスがない。ゴームクから先は右岸沿いに氷河  

東端まで行き、上部で左岸ヘトラバース。晴れてい  

たら最高のパノラマでしょうか。今日もシプリン、  

テレイサガール、カルチャクンドは見えなかった。  

4，劫Om地点、ここらをタポバンと言うらしいが、  

1時間近くいて天気回復なしと判断して下降に移る。  

下りは速い速い。ゴームクには1人のサドゥーが生  

活していて、名をガネッシュワールギリと言う。12  

年暮らしていると言う。優しい目が日執 「も  

し時間があればラジャスタンのプシュカールに行き  

なさい。そこに行け（乱文心が落ち着くでしょう、  

と。この言葉が残った1日でした。  

8月8日（ポジエバサ9：00→ガンゴトリ14：30）   

今日は剖姶、ら雨醜 レインウェアーに身を包ん  

投宿一文、歓迎。  

8月10日（リシケシ6：30→デリー12：30）   

今日はウッタラカンドの山旅を終えて、デリーに  

戻る日。150血の距離をパンパンとばす。昼過ぎ、  

雑踏のISBTに着ト「旦YMCAに行き、その後  

のプランを練る。15日のフライトなので、4日は時  

間がある。ガンゴトリでのサドゥーの言糞通りラジ  

ャスタンヘ行くことに決める。ニューデリー駅2F  

のインターナショナルツーリストピエロウ一に行き、  

明日のアジメール行き急行の予軋早朝発の列車あ  

り。そのあとメインバザールを歩き、昔からあった  

「メトロポリスレストラン」にて久々の中華を食べ  

た。今日は疲れも残っているので早く眠ろう。  

8月11日（ニューデリー駅6：15→アジメール  

16：30シャタブディE叩．に乗って）   

今日は列車の旅，ラジャスタン州の中央部にある  

イスラム教徒のイン恨大の巡礼地「モイヌウッデ  

ーン・チシュティーの墓」のあるアジメーノレヽプ  

シュカルはここから11h、バスで20分私ジャイブ  

で下山，途  

中のバッテ  

ィに寄りな  

がらミ甘い  

チャイを飲  

みつつ、ガ  

ンゴトリに  

戻る。巡礼  

宿に艶  

夜は、お祭  

りがあるら  

しく、ガン  

ゴトリ寺院  

ールは昼過  

ぎ経過，こ  

こを過ぎる  

と急に禄が  

少なくなる  

感じ。長い  

列車に揺ら  

れて、夕方  

アジメール  

に着く。イ  

スラム教聖  

者の墓をダ  

ルガーと言  

に参る。夕べにガンガで身を清め、テイカーを頓に  

塗ってもらう。異教徒でも入れるのはありがたい。  

8月9日（ガンゴトリ5：30→リシケシ劫：00バス  

の旅）   

真っ暗の中、早朝バス乗り場ヽ昨夜の巡礼宿に  

南京蜘＼たのか、左太股に18ヶ所捏やられた様子b  

やっぱり。へとへとになりながら、ウッタルカシ、  

テーリーを経て夜8時にリシケシ為メンカホテル  

う。早速乗り合いジープで旧市街ノヽ入口のアグラ  

ゲートヘンのゲートを墳に、内はムスリム、外はヒ  

ンドゥー、シークと住み分けされている旧市街は、  

さながらパキスタン。文字もヒンディーからウルド  

ゥ一に変わる。グルガーは入朝料だ帆異教徒で  

も間額なし。偶像を否定するイスラム。男女同席は  

許さないイスラム。なのに、人々はチシュティーの  

墓に祈っているではないか。女の人もプル力も被ら  
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ずに顔を見せているではないか。たまに額にテイカ  

をつけたヒンドゥーの人もいるではないか。インド  

ムスリムの特性のようなものを感じたアジメールで  

に疲れ、23嶋過ぎ、久々のYMCA一へ、  

8月14日・－15日 デリー  

8月15日  デリー23：35（AI314）→大阪へ  

8月16日  →関西空港12：50  

＜エピローグ＞   

2週間のインド1人施，ガンゴトリ氷河からは、  

久々のヒマラヤの雪峰を垣間見、長い長いバスの旅、  

2等列車の施40才も過ぎると、肉体的にはインド  

はきつくなりますが、いろんな人々と会って話を聞  

き、話すことはありがたいことです。これでインド  

は5回目になりますが、大きな山を見て、又登りた  

くなりました。大変実のある山旅であったと患いま  

す。それにインドはバスが大変先達していまして、  

山域深く入ります。アプローチの便利さ、山の規模  

からライトエクスペディションによい山域でしょう。   

今回の軽費は全てで17万円でしも  

＜内訳＞  

・航空チケット（大阪－デリー往復Al、日時FI‡   

格安店にて）  1軋（X氾円  

・現地での費用（ホテル代、バス・列靴食事、  

トレッキング準際費）  15，（X氾円  

・その他土産等  1仇（X氾円  

・日本国内交通費  15，（X氾円  

多  

あった。  
8：00  

8月12日（アジメール コプシュカーノレジャ  
14：00  

イブール16：00）   

今日はアジメールから山一つ絶えたヒンドゥーの  

聖地プシュカーノレヽプシュカールはブラフマー神  

の聖地、又、11月にはキャメルフェスティバルがあ  

り、5万頑のラクダが集まるということで有名な所b  

砂浜に大きな租，湖の周りに多くのガート。少々観  

光地化のきらいあり。ハヌマーン寺院を参り、早々  

アジメーノレ＼引き返す。アジメールの方が印象が強  

かった。バスにてジャイブーノレヽ  

8月13日（ジャイブール16：15→オールドデリー  

㌶：00 ジャムタワイExp．2等車の旅）   

ジャイブールからの列車のブッキングが16：15発  

しかとれなかったので、どうして時間をつぶそうか  

と臨昨年の子連れ旅でよく歩いた街なので、ブ  

ラプラしても仕方がない。州政府のインフォメーシ  

ョンセンターヘ行き、「ジャイブールのハトバス半  

日コースを申し込む。ピンクシティーとはよく言っ  

たもので、l日市街は月所はある。夜遅くオールドデ  

リー駅着。オートリキシヤーのおっさんと料金交渉   

8／13  カナナスキー  LOⅨ；E AT鮎仙仙SKIS  

8／14、15 レイクルイーズ  

CHATE＾U LAKE LOUISE fK）TEL  

8／16、17 ジャスパー J＾SPER S＾冊IGE fK）TEL  

8／18  バンプ CfuRLTON’s EVERGREENCOURT  

＊  ＊  ＊   

近くで見るカナディアン・ロッキーは、氷河時代  

の浸食で稜線がズタズタに途切れ、無数の独立♯の  

集合を形成している。3，（X氾m扱の件のうち名前が  

つけられているのは抑0峰で、残っているものも沢  

山あり、人跡未埼のヰ々や地区も至るところにある  

と言う。山腹の岩壁に残雪が快方向の筋状に残る美  

しい風景が次々と現れる。昔、太平洋の海底で堆隣  

した水成岩がプレートに押し上げられて今のロツキ  

カナディ アン ー  

t＝エツキーの【＿1＿」旅  

西田 新  

＜参加者＞  

山本勝・麻子夫妻、上堂竹寿、岡本恒夫・育代夫妻、  

岡野奉義・雅子夫妻、佐々木惣四郎・春子夫妻、  

藤村達夫・明子夫妻、佐I酬・恭子夫妻（藤村友  

人）、藤沢和繁（佐々木友人）、池田歌子（佐々木  

姉）、西田新・すみ夫妻、  

西鉄旅行添乗員 佐々木惣子 計18名  

＜日程＞1995年8月13日（日）～8月21日（月）  

＜宿泊＞  
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－が造成され、その中の柔らかい地層が風化して凹  

地を作っているからだろう。ここの特産品は、3億  

年前の海にいたアンモナイトの化石である。   

道路と同じレベルの低いところは、まさに森と湖  

の国である。ロッキー山脈に沿ってバンプからジャ  

スパーへ通るアイスフィールド・パークウェイIも  

大西洋に注ぐアサバスカ川に沿っているが、道路に  

ガードレールがなく、川に堤防がないので、川面と  

すれすれに車が走ることがよくある。川に堤防がな  

いのは氷河の雪I掛ナ水であって集【掬顔面がないため  

であろう。ガードレールを設けない理由は、事故車  

が後続車を防がず道路障害にならないようにしてあ  

るとのこと、事故車粥Ilに転落するのは自業自得で  

あって行政の責任ではないとの考えである。ただ、  

動物が道路に入るのを防ぐため、道路から50mくら  

いに目立たない素朴な棚が設けられている場所もあ  

る。道路の両脚に針葉樹林帯がせまっている風景が  

多い。   

いろいろな野性動物たちにもよく出会った。レイ  

クルイーズの監事場（D付近で「あなたは熊の国の中  

にいる」と書かれた立札が立っていたが、ジャスパ  

ーからマリー川に沿う道路を走っていた時、道路を  

歩いているブラック・ベアに出会ったことがある。  

熊はゆっくりと、再（刃Ilの方へ斜面を下っていった。  

白い尻と大きな角を持つ鹿、エルクの家族づれには  

幾度も出会った。白いカモシカのマウンテン・ゴー  

トにも出会う。これらの大きな動物は、遺跡こ車が  

停まっているのですぐわかる。山径では、氷河時代  

の生ける化石と言われているナキウサギが葉っぱを  

せっせと巣に運び込んでいる風訊こ出会う。しまり  

す、地りすたちiよ行く先々に出没し愛栃をふりま  

いてくれた。空を舞うイーグルもよく見かけた。   

歩いた山々について報告しなければならない。今  

年は冷夏で天候もあまり良くなく、朝起きて真先に  

空を見るが、いっもどんよりと♯っていた。サマー  

タイムと、周りが山に囲まれていることもあって、  

夜明けが軌＼。カナダの最高峰マウント・ロブソン  

の山麓まで登る計画も、悪天候のため中止せざるを  

得なかった。以下、実情を列挙する。  

①USAシアトル空港の待ち時間を利用して、万年  

雪の独立峰Ⅷt．レーニアの中腹、パラダイス・イン  

まで、専用車で往復し、パラダイス・パークを登る。  

氷河が眼前に迫り、足元は高山植物の大猟  

②i／14 カナナスキーからレイクルイーズヘ移動の  

途中、モレーン・レイク・ロッジ前（1，8飴m）から  

ラーチ・バレーへ登る。登り始めて間もなく雨にな  

る。20ドル札に描かれたテン・ピークの景戟はガス  

で見えす㌔ ミネスティマ・レイク湖畔で、バスガイ  

ドの吉永娩摘蜘、してくれたコーヒーをいただく。  

雨はみぞれに変わり寒い。先行した上茎、岡野、藤  

村3名は、2，605mのコルまで登るが、雪と強風の  

ためすぐに引き返す。  

⑤i／15 シャトーレイク・ルイーズホテル（1，730m）  

の裏口から登山径が蛤まる。先行隊7名がミラー・  

レイクからレイク・アグネス湖畔を周りジグザグ径  

をひと登りする。この目も登り始めてすぐに雨に見  

舞われる。ミラー・レイクの正面に「蜜蜂の巣」と  

呼ばれる丸い頭の岩山がある。レイク・アグネス湖  

畔にティーハウスが建っている。プレーン・オブ・  

ザ・シックス・グレイシャーズと呼ばれるトレイル  

を進むと2，100mのティーハウス前の草原に出る。  

天気も良くなり、清水力執りすがちょろちょろ  

している。ここの大きな1枚岩の上でラーメンパー  

ティーの最中に、ホテルからの近道を登って来た後  

発隊4名が到着する。  

④i／16 ジャスパーへの移動は、5：00までに荷物を  

出し、朝食の弁当を受け取って6：00に出免，サマー  

タイムのため外はまだ暗い。途中、ボー・レイクの  

展望台へ立ち寄るが、まだ陽が昇らす㌔次はペイン  

ト・レイク近くのビューポイントに登るが、ガスで  

眺望きかず、足元の高山植物に雪が練っている。3  

度目の下車他、コロンビア大氷原から流出するアサ  

バス力水河は専用のバスと雪上車に乗換えての観亀  

ここの雪上車は、タイヤの直径が人の背丈はどもあ  

り、餌名くらい乗れる。  

⑤i／19 ジャスパーからバンプヘの移動日。キャベ  

ル・レイク湖畔の駐車場（1，765m）からut．エディ  

ス・キャベルのメドゥ（2，135m）を往復する。エン  

ジェル氷河が眼前に迫り、途中の岩場でIよナキウ  

サギが冬仕度に忙しい。  
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て、ニュージーランドの森と山を体験するのに恰好  

のルートの－・つとかb氷河が織りなす自然は珍しい  

動個物の宝庫でもあるが残念ながら映像で拝見する  

動物たちに出会うことは不可能とのこと。  

3月8日 いよいよ2泊3日のルートバーントラッ  

クのトレッキン徹クィーンズタウンから起点  

のデイバイド峠までバスで約4樹乱   

DiYide Shelter（53如）11：40   

Key S皿血t   （91如）12：45蠣13：10  

森林限界 キーサミット展望台を往復   

ぬuden Hut   （随知）14：00－14：45 昼食   

ぬrlandね11s（1，10伽？）16：05－16：48   

肋Ckenzie Lodge（90h）18：40 泊   

バスを下り昼食のサンドイッチを受け取る。途中  

2－3回止まって人を乗せたのか総勢12人になって  
－  

いた。新たに加わったのはアメリカ人夫妻（40才？）、  

オーストラリア女性（30才？）とガイドの女性2人  

（缶、30才？）。このコースは小匿∴寝具、食事付き  

なので私たちは身の回り品のみ約8短の荷駄 しか  

しガイドの女性は若くてやさしい強力さん。12人2  

泊3日の全食料を持ち、周りの景色や花や臥小鳥  

達のこともよく説明してくれる。そして小屋に着く  

といち早く食事の支動こ掛かり、私たちはその間に  

シャワー室でお顔を浴び、シャンプーもしてさっぱ  

りとフルコースの食卓につく。ベッドルームは1部  

屋に2段ベッドが2列，7－8髄あるので知人位  

の収執ロッジは現地ガイド付のコースでないと  

利用できないらしい。途中、日本人学生2租と出会  

ったが、いずれもフリーに歩いているのでテント場  

の小屋にすし詰めで泊まったとかb勿論自炊で寝袋  

持参，やはりこの年齢では体力も00でカバーしなく  

てはね。置き去りにしてきた旦那様に感謝！！   

天気は晴れ時々九殆ど森林の中ばかりだが緯度  

が南に寄っているせいか、足元から上がってくる煮  

れ感がなく比較的さわやかヽ先ず、こまどりの弔り  

で歓迎を受ける。トレッキング中はマイぺスで歩  

いているので、十二分に五感を楽しませることが出  

来る。この森はブナが多くその幹は堂々たる貫繚を  

示し、槻木には幾斬もの苔やシタをかしずかせて  

いる。日本のそれは一斉に黄葉し落葉するが、こち  

＊   ＊   ＊   

山よりも楽しかったのは8／17、18のオプションで  

はなかっただろうかbマリー川のラフティング（イ  

カダならぬゴムボートでの急務下り）は、ウェット  

スーツに身を固め、白波を頭からかぶりながら急流  

を10kTl漕ぎ下る。全身、ゴム長の中までビッショリ  

になる。流れに落ちると、おぼれる前に寒さでショ  

ック死するそうだム乗馬は、殆どが未休験者だった  

が、何の練習もなく始めから馬に乗せられる。ジャ  

スパー・パークロッジ近くのアネッテ湖の周りの樹  

闇の小径を約1時間かけて1周するだけだが、馬が  

突然駆け出したり、樹のそばすれすれに適ったりす  

るから気が抜けない。終始大声を出し続けていた人  

が居たから、鳥も辛いていたことだろう。  

標高1，100mの高地でのテニスは、少し走ると息切  

れを感じ、なかなかハードであった。釣り組は、山  

本先輩が大きなマスを釣り上l久早速ホテルのシェ  

フに腕をふるってもらい、みんなの胃袋の中に収ま  

った。山本さんご馳走さまでした。多   

ニュージーラン ドの  

．  ト レッキッグ  

ノIl断   

念願のオーバーシーのトレッキングの機会をやっ  

と得ることが出来ました。いろいろと諸般の事情は  

ございましたが…・日程1995年3月6－15日。  

成田先，南島のクイーズタウンへ約12時間の瓶  

季節は晩夏から初眈，時差4時間なので体調は鼠  

ツアーに入ったので面識の無い人ばかり。新婚カッ  

プルさん、元気の良いおば様3人に私－キャリアで  

シングルでパトロンがいるとの噂－こそれに現地で  

合流した速さん－永住、ラフティング免許保持、訪  

才一の7人。皆それぞれに山を楽しんでいる人達ば  

かり。直ぐに打ちとけ明日からのトレッキングの用  

意に防虫剤の買い出しやら食事、南十字星の探星？  

と忙しい。   

動ノだコースはルートバーントラックで南島のホ  

リフォードヾレイとダートバレイの間を繍切ってい  
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らのは1血程のつげのような硬い葉が数枚ずつ交替  

するらしく、厳しい環境のせいでしょうか。   

突然目の前にロッジが現れぴっくりした。全体が  

モスグリーンの低い建物で周りの樹木と全く同化し  

ている。中は簡素で、清潔で明るく広いリビングル  

ーム、ベッドルーム、水洗トイレ、シャワールーム、  

洗濯槽卜乾燥室そして環境を考慮したペーパー、シ  

ャンプー、リンス等が備えつけられ定期的に汚物が  

回収されるとのこと。低い丘あたりまで生活の基盤  

としての牧草が植えられているものの、少しでも自  

然を守ろうとするこの国のイズムでしょう。そうい  

えば国産車は1台も無いとか納得がいきます。永住  

の速さんは近くこの国の人と結婚してニコルさんの  

ようなナチュラリストになりたいとか。オーストラ  

リア女性はビジネス街での生活を変えたいとか。ま  

たアメリカ人夫妻は休暇をウェストコーストのサイ  

クリングで10日楽しんだ後、このコースに参加した  

とのこと。皆んな燃えている！私は何を求めて1  

人でやって果たのでしょう。  

3月9日 2日目  

イスが、かすかにその面影を残し、やせ衰えながら  

僅かの土にしがみついていた。早くロッジに着いた  

ので日没の遅い－8時すぎ一夕方の移り変わる景色  

をおしゃべりで楽しむ。部屋着に黄色のジャージー  

を着ていると蜜蜂がしきりにまとわりつく。花粉の  

色だからとかb山では黄色は禁色ね。  

3月10日 3日目   

Routeburn Falls Lodge lO：00   

Routeburn Falls Hut  ll：10   

RoutebtJrn Shelter  14：00 終了   

伽eensto恥  18：卸   

昨夜からの雨がまだ降っている。3日に1日は雨  

と言うが下山の日でラッキー。延々と4時間も続く  

ブナ林を、雨を背に下る。2年前には大水で河が決  

壊し登山者はヘリコプターで救出されたとかb濁流  

の中にブナの巨木が榛たわり突き刺さっていた。コ  

ース最後のシェルターでやっと雨も上がり、近くの  

町グレノキーでビールで軌とても寒く暖炉では  

薪がゴーゴーと音をたてて燃えていた。今夜はお別  

れパーティー。インターナショナルで印象深い人達  

I劫、り。gOOdluck！！  

3月12－13日   

マウントクック村に移私署いぐらいの晴天。厚  

手のTシャツでプレーン観光に出掛ける。仰ぎ見る  

マウントクックは他の山を制して一際美しくそぴえ  

立っていた。しかし、北壁の幾重にも口を開いたク  

レバスは固く人の侵入を拒んでいる。白く切り立っ  

た3，000m扱の山々を、広大なタスマン氷河から見  

ると3印度の展開は圧巻である。麓をハイキングし  

ていると、突然ドーンという音とともに若や石ころ  

が山肌をつぶして落ちてきた。氷河の乗嫁の崩壊と  

か…・後は灰色の世界だった。   

旅の終わりに、タスマン氷河湖まで氷河の氷を見  

に行く。非常に硬くて透明。1億年以上も前の氷が  

口の中で融けていく。青い氷壁が跡h氷となって  

湖に浮かび、やがてJllとなり海に注ぐ。けれども、  

心の安らぎと燃えるようなエナジーを与えてくれた  

この美しい自然が、永久に残ることを宙って・・・  

・多  

肋ckenzie Lodge  

Lake Lhckenzie   

HoJiyford Face（1，20h？）10：26－10：45   

肋rris Saddle Shelter  

（1，：汀血）12：雅一13：乃昼食   

CoJ7icalHill （1，51血）14：00－14：15   

Harris Saddle Shelter   14：45－15：00   

Routeburn Falls Lodge（97血）16：15泊   

朝食後、パンにハム、レタス等で自分流のサンド  

イッチを作る。ロッジをとろとろと下りるとエミリ  

ービータを背にした静かな庁まいのマッケンジー湖  

に出る。これから1時間程の登りでホリフォードフ  

ェイスに出、眼下にその谷を、前面たダーラン山脈  

の雄大なパノラマを眺めながら、ハリスサドルシェ  

ルターまで殆ど水平で、途中水場もあり好天に恵ま  

れ散歩を楽しむ。シェルターで昼食をすませ、コニ  

カヒルまで往乱西の方が雲が多くタスマン海は定  

かでない。海から吹き上げて乗る寒風は強く、ポー  

ズをとって写真におさまるのがやっと。岩彰では強  

い寒風を避けて背丈かやっと1－2q■のエーデルバ  
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に通過した彼らは思い切ってタロアールにとりつい  

たが、遅々として登行は進まず、このクロアールか  

ら出られないでいる内に夜になってビバークを強い  

られている。翌日、午後には乗場を克服したが、行  

程は長く、彼ら‘濡と且のさなかをやっとの患いで  

頂上を倦んだのである。更に嵐の中の下降は危険そ  

のもので、さらに辿り着いたソルヴュイの避馳J、屋  

に1日半も閉じ込められたのであった。  

亮巳虔りと栄ラ巳の三プd断  
虞谷ブ巳－一点β  

19g5年6月、術後4年半、私は体調が良いことを  

理由に4畔来の山の友人（中酬、ら）を誘って、  

スイスアルプス三大北壁の探索に出かけた。何故今  

どきに！ということもあるが、何というか、私達の  

時代‘出ヒアルプスからいきなりヒマラヤであったこ  

とに起因すると考えてもらってよい。つまり、北ア  

ルプスからスイスアルプスへそしてヒマラヤとい  

う若き頃に観み立てていたアプローチの具卿ヒであ  

る。とは言え、これらの岩壁を登挙するには余りに  

も虚弱なパーティーであり、よってルートを仰ぎ見  

てはその想いを馳せたのである。  

＜6月24日へゼ6日＞ グリンデルワールドである。  

1912年にユングフラウまで開通したあの有名な登山  

鉄道でユングフラウ・ヨッホ（3，4別m）に登った。  

途中、私達はアイガーヴアンド駅（2，胚5m）に下り  

立ち、頑丈な鉄格子の窓越しに、この岩壁を垣間見  

たのである。そして、今から59年前の7月、登山史 ）  

上またとない悲劇がこの窓のすぐ上で起こったこと  

を確認したのである。   

次の日、我々はアイガー北壁全容の偵察である。  

ロープウェイで対岸（壁）にあるフリスト（2，168m）  

に登り、ウェッターホルン直下の峠（1，舗1m）まで  

の2，000mラインの水平ハイキングを楽しみながら  

のルート観察であった。   

アイガーヴアンドは1，㈲Omの凄高差をもって費  

えている。ルートは3つの部分に分けられる。岩壁  

の基部は2，200mの高度で、壁の兼勧、ら発し、  

2，800mの山腹まで続いている。第2の部分は  

3，400mまでの間で、途中に恐るべき障害「ロッテ  

・フルウ」があり、その上部の岩壁に雪のついた3  

つの雪田地帯がある。最後の部分は垂直に近し勒、  

らなっており、3，974mの頂上に達している。そし  

て、この最後の部分の中心に「蜘蛛」と呼ばれてい  

る雪壁があった。   

この北壁の最初の征服者となったアンデレル・ヘ  

ックマイヤーは「私のたどる文章は、いっもアイガ  

ー登挙史をもう「麒己すことになってしまう」と述  

べているように、この壁への挑戦は多くの悲劇的結  

末を招いているのである。  

19溺年、3つの別々のザイル・パーティーが壁の  

直下にいた。ヘルプシュトとトイフェル、アンドレ  

アス・ヒンターシュトイサーとトニ・クルツ、そし  

＜6月21日一刀日＞ ツェルマットではロープウェ  

イでクライン・マッターホルン3，泌3mノヽすぐそ  

こにモンテローザ4，6別m、そしてマッターホルン  

4，478mがある。   

アルプスに残された名だたる北塾代全てミュン  

ヘン出身の登山家たちによって征服されたのは偶然  

なのだろうか。ミュンヘンには私が生まれた頃（19  

測年代）から強い情熱をもった登山家たち、ハンス  

・ドユルファー、オット・ヘルツオグ、エミル・ゾ  

レター、 ヘルマン・コーベルその他大勢的＼たので  

ある。マッターホルン北壁への挑戦は、跡こ19彷年  

にヘルマン・コーベルとエミル・ゾレターによって  

なされた。しかし失敗のまま、その後コーベルはベ  

ネディクトの壁で落石に打たれて倒れ、数年後には  

ゾレターも別め山でアプザイレン中に死ななければ  

ならなかったのである。  

1931年春、ハンス・プレームとレオ・リットゥラ  

ーはマッターホルン北壁征服のためのパーティーを  

組むことを公表した。そして、彼らは赦しいトレー  

ニングを重ねた。しかし、固く秘密裏に北壁をねら  

っていたトニーとフランツ・シュミット兄弟によっ  

て初登挙されたのだっ払兄のフランツより大胆不  

敵なトニーによって企てられ、晴天のある日2人は、  

北壁の左部にある雪壁にとりついた。この壁を無事  

－8－   



てライナーとアンゲラらである。しかし、ヘルプシ  

ュトとトイフェルはアイガーヴアンドヘの挑戦が、  

自分連にとって時期尚早と判断し、そこから近いユ  

ングフラウ山群のシュネーホルンの北壁へ向かい、  

初登挙に成功した。しかし、下山の時、トイフェル  

はヘルプシュトを引きずり込み滑落、彼は重陽です  

んだが、トイフェルは帰らぬ人となってしまった。   

丁度そのころ、他の2つのパーティーも5日後に  

待ち構えている不幸な運命に向かって出発したのだ  

った。この登挙の様子（よスイスの通信記者が根気  

よく望遠鏡で僻して、詳しく報道している記事が  

ある。   

めたらしい。彼らは登りよりもずっとゆっくりと下  

降し始めた。濃い霧が再びヴェールを引いた。午後  

5時頃、ロッテ・フルウの上の壁に全員が認められ  

た。その時彼らは負傷者を下ろす操作をしていた。  

午後9時やっとこの下降を終えたが、高さにして50  

m位に過ぎヂ、3日目の下降は高度にして300m、  

安全な出発点までの高度差はまだ900mはある。   

天候が回復しないまま連合の4日目の朝、更に気  

象は悪くなった。長打の雪壁より下の壁に4人が集  

まっているのが見られ、その下には200mの高さを  

誇る「垂直のスラブ」ワッテ・フルウがある。既に  

3夜もビバークし、ずぶ濡れになった彼らには、登  

りに斜めのアプザイレンをしながらの横断に対する  

正反対の動作は無理であった。彼らはルートを探し  

たが、オーバーハングの壁を100m真っ直ぐにアプ  

ザイレンするしかなかっbこの時、彼らの近くか  

ら呼び声がした。彼らは登山鉄道のアイガーヴアン  

ド駅の西の入口から200m捏上部にいたのだった。   

数時間後、スイスのガイドチームが嵐の蒙り狂う  

岩壁にいる彼らを助けるべく、窓のある地点に向か  

った。そして、ガイドチームは彼らから100mの距  

離まで近づいたが、それ以上近づくことはできなか  

った。雪崩の爆音と風のうなり声の中で、幾度も叫  

んでやっと連絡することができて、ガイドチームは  

トニ・クルツが唯一の生存者であるということを知  

ったのであった。彼‡おJ、さな側壁にかろうじて立っ  

ていたが、そこへ辿り書くことは不可能であった。  

そしてザイルを固定する1本のハーケンもない状態  

でガイドチームは彼を見捨てざるを得なかった。   

7月2日朝、トニ・クルツはこの悪夢の夜を生き  

延びていた。ガイドチームは彼から40mの所まで近  

づくが、それ以上は近づけなかった。指が寒さと疲  

労で硬くなり、ザイルを手練りよせ、やっとの思い  

でハーケンや食料が補給され2本のザイルをつない  

で降り始めるのに2時間もかかった。彼は、寒さの  

為にアプザイレンは単に胴に巻き付けたザイルにカ  

ラビナをつけただけだった。これが披の愈取りにな  

った．心配して見守るガイド連の方に下降してきて  

あと3m、彼は2木目のザイルの結び目をどうして  

もカラビナに通すことができなかった。  

ヒンターシュトイサーがとったルートはロッテ・  

フルウの方角にあたる長打の岩場を右に向かって捲  

き、直宣することなく斜めにザイルを操りながら最  

初の雪壁へ出た。出発当時は非常に速かったそれぞ  

れのパーティーも夕方になると著しく遅くなってい  

もそして2つのザイルパーティーはいっしか「括  

になって行動していることが碇かめられた。更に1  

人が頭に包帯を巻いていることも確認された。最扮  

のビバークは3，200mの高度の雪田で行われている。   

2‡］目、彼らは6時45分になってやっと動き出し  

た。向かって左（東）の方向にワンピッチの長さだ  

け足場を防って登り、7時測分になるとひどく腐っ  

た氷にアイスハーケンを打っていた。しかしその時、  

霧のヴェールが垂れこめ終日暗雲が壁を隠していた。   

3日日朝、彼らが第2夜を過ごした地点が認めら  

れたが、結局2月目は200m程登っただけだった。  

地形的には比較的容易な所であるのになんと説明し  

たらよいのだろうか。7時頃、彼らの1人がビバー  

ク地点の岩場の下で動きまわっているのが見られた。  

彼らは集まっては協議している様子であったが、そ  

れは2時間も続いた。しかしどうしたことか？恐  

ろしいことに、マックス・セドルマイヤーとカール  

・メーリンガー（アイガーヴアンドの試登を行い、  

4日間の苦闘の末、最初の犠牲者となったパーティ  

ー）の運曲が決した場所へ向かって登っているので  

ある。   

しかし、しばらくたって彼らは下山することに決  

－9－   



鮎な努力の時間がたち、雪が流れ落ち、突風が  

吹き、ザイルは振り子のように揺れる。・・・と突  

然、トニ（よ二諾嘆息するとガックリと前屈み  

になった。彼の勇敢な生金もここに消えたのである。  

（4，208m）の直下に巨大なバットレスとして輝いて  

いた。仰ぎ見たアイガー・ヴアンドがより強烈な印  

象を与えるのに対して、グランド・ジョラスのウオ  

カー・バットレスの饉さはアイガー北壁をはるか  

に凌ぐに値するようである。望遠レンズに映るバッ  

トレスは正に垂直に最高地点まで、我々登筆者に対  

しては余りにも過酷なそして理想的なルートを構成  

しているのである。   

このような挑発的なバットレスにも闘わらず、シ  

ャモニのガイ札アルマン・シャレルの試登を除い  

て1932年三－1933年にかけては誰も本格的に手がける  

者がいなかったのはどうしてだろうかb   

しかし、1935年ベータースとマイア一によって、  

第1登がなされている。そして却年後の1鋸5年、ガ  

ストン・レビュプァ、エドゥアール・フレンドらが  

第2重し、以降毎年1隊ずつが計算されたように成  

功している。   

それにしても、エギュ・デ・ミディから見るモン  

ブラン、コンデブラン峰（3，475m）への雪稜、そし  

て針鋭鋒の岩壁に大勢のザイル・パーティーが入山  

しているのをすぐそばで見て、若き頃の山への情熱  

を思い起こした旅であった。多  

19光年7月ヘックマイヤー、フエルク、ハラー、  

ガスバレクらドイツ・オーストリア隊は自分達が生  

きていることを不思議に患いながらも岩壁で3日間、  

信じられない冒険を経て風上に抜け出したのであっ  

た。そして、この壁が2度目に登られたのは9年後  

の1餌7年、リオネル・テレイとルイ・ラシュナルら  

シャモニのガイドチームであった。  

＜6月㌘臼～謂日＞ シャモニである。プレバン  

（2，525m）から見るスイスアルプスの最高峰モンブ  

ラン4，舶7mと荒々しいボッソン氷河ムモンブラン  

山群の中心であるエギュ・デ・ミディ（3，糾2m）か  

らの展望はさすがである。だが我々は登山鉄道に乗  

って3つ目の北壁のあるグランド・ジョラスを遠望  

する地点、モンタンベール（1，913m）に向かった。   

若き日、夢に見たグランド・ジョラス山群の北壁  

は氷河の行き止まりから右手の山群の最高地点  

●  
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竃 国内山行  

T．S2（5：45）～（8：15）聖岳（3，013m）～奥聖岳（2，978  

m）（10：15）～（12：30）T．S3   

アタックには申し分のない天気，山本さんのピッ  

チが快謁過ぎて、2時間半で登臨さすが、3，000  

mだけあり、どっしりした良い山だム 360度の大パ  

ノラマ。剋、穂高、仙丈、塩見、赤右、富士山、上  

河内岳、茶白岳、光岳と良く見えた。奥聖岳まで30  

分bお花凪が美しく迎えてくれた。聖島周辺にはた  

くさんの花が咲いている。ミヤマキンポウゲ、イワ  

ギキョウ、ヨツバシオガマ、マノレヾタケプキ、コイ  

ワカガミ、タロユリ、ハクサンイチゲ等々。  

南アルブス雑兵巨  

【西村正男】  

コース：聖岳～光岳  

期 間：7月25日（火）－30日（目）  

メンバー：山本（3畔経）・上茎（3ぴED・  

大島（45年桂）・西村q7年経）  

＜1日目＞7月訪日（火） 晴れ  

飯田Ⅰ．C．（9‥40）～（14‥測）掛物鳩（15‥10）～  

（16：10）西沢波r．Sl   

梅雨明けの猛暑の中を山本さんのBMWで飯田に  

向かう。3時間少し．大阪組と落ち合う。ここから  

が楓工事中のため、LI上道を走った。増水した沢  

で、立ち役軋更にパンク。世界の名車もタジタジ。  

小屋からは急な登りのみ。1ピッチで今日の終着地，  

入山祝いはスキヤキとピーノkたまらなく、うまか  

った。夜中には、17年ぶりに蛍に出会えた。感激、  

感激  

＜4日目＞7月28日（金）  

曇り後ガス、夕立（19時－21時）  

T．S3（6：00）～（9：15）上河内岳（2，鮒3m）（10：00）～  

（11：45）茶白州訂．S4   

本来はここまでが3日間の行程であったが、長老  

の意見を尊重して一目延ばしたので、随分とゆった  

りした。ガスは流れていくが、歩いていて何とも気  

分が良い。景色は十分に見え寧い机至る所で高山  

植物が美しく咲いている。シャクナゲも多い。庭園  

を思わせるところもある。夜中に夕立がきたが、最  

新のテントなので、フライシートが雨をシャットア  

ウトしてくれた。  

＜2日目＞7月祁日（水） 晴れ後♯り  

T．Sl（6：00）～（12：40）アザミ畑（13：15）～（13：測）聖  

平り唱汀．S2   

肉井で栄養をつけてスタート。トップの山本さん  

が快調に30分1ピッチのベースで高度を稼いで行く。  

今日の高度差は1，300In。とにかく、暑い。何度タ  

オルの汗を絞ったことかb快適な気分で、井川山岳  

会の管理の聖平小屋のテントサイトに着いた。さす  

が、南アルブスの沢の水は美味しい。国際基督教大  

学ワンゲル部を始め、結構、登山者は果ていた。我  

々の逆のコースを取る人が多いそうだ。絶好のキャ  

ンプサイトで、ツマミ片手にビールを飲み、18年ぶ  

りの南アルブスを満喫した。夜は満点の星空だふ  

＜5日目＞7月烈日（土） 快晴険蒙り  

T．S4（6：00）～（6：45）茶臼岳（2，6鋸m）～（7：30）希望  

峰～（9：40）曲ト（12‥35）光小屋～（13‥10）光岳  

（2，591m）（13：50）唖J喧訂．S5   

人柄の良い小屋のオヤジに見送られて出免，希望  

拝まではアルプスらしい雰囲気であったが、そこか  

ら南は倒木が多く、やたら高度が下がるために、樹  

木が多く、湿気も多い。昨日までの快適さとは裏腹  

に、全員、黙々と光小屋のテントサイトを日軌  

余り広くはないが、素晴らしいサイト島夕方には、  

雷鳥の朝子が姿を見せてくれた。天気も良く、ビー  

ルもうまい。  

＜3日目＞7月㌘日（未）  

快晴後妻り、夕立（14時－16時）  
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＜6日目＞7月30日（日） 曇り後晴れ  

T．S5（5：45）－（7：50）易老岳～（11：10）易老汝（12：00）  

－（16：00）飯田Ⅰ．C．～（21：測）調布市   

快適な下山となった。早朝で新鮮さがあり、小鳥  

の鳴き声が心地よい。ルリビタキ、ウソ、メボソム  

シタイ、カヤタグリ、コマドリ、ホシガラス、キク  

イタグキ、ホトトギス等々。下山も、1時間前に出  

た大学生を追い越すスピー㍍とにかく、帆50  

代の先輩は若々しくて強い。今回のリーダー格の先  

輩も下山路で何度も転び、議題提供に事欠かない。  

昼前に下山し、また下界の猛暑に再会だムそのお蔭  

で、ザルそI£ ピーノh温泉と下界における最高の  

お土産が待っていた。   

最後に、今回の印象に残る、素晴らしい山行に誘  

って下さった3名の心温かい先輩に御礼を申し上げ  

ます。有り難うございました。多   

七地附こ西行の歌碑があった。彼はどのような出で  

立ちで人件したのだろうかb   

本宮（14：00）一吹越宿（16：00）－？（18：00）  

立ちのぼる 月のあたりに 雲消えて  

光垂ぬる 七越の峰 （西行）  

降りしきる 雨の禄に 輝けり  

－嘗笑あい軌ぞれば  

6月9日 雨   

とにかく北上と、コンパス頼りに薮こげば∴樹間  

に林道の白い帯が見え、下ってみて辛いた。何と吹  

越宿跡、昨夕の行動は全く触臥 ヒマラヤン・サ  

ミッターもあてにはならぬ。林道を西へ少し行くと  

奥駐道に合流、以後ルートを誤ることはなくなった。 
）  

連れを取り戻すべく、ひたすら駈ける。大黒天神岳、  

五大尊岳、大森山、各鞍執こは宿捗の石棲あり、往  

事のにぎわいを想像させるが、今はただ、重苦しい  

雨雲から湧き出す雨に山全体が濡れそぼって、いか  

にも修験の山らしい。久々の山歩きでパテパテにな  

って玉置神社に着く。苔蒸した石垣、目まわり10m  

の杉の巨木が休立する。玉置山は別名沖見岳ともい  

うから、晴れておれば∴熊野灘が遠望できるかも知  

れない。尾捉上の無粋な林道をしばらく辿り、再び  

山路に入れば、早や薄暗く、こずえの雫にテントを  

打たせて、且吹金剛の杉附こ泊まる。   

出発（5：40）一吹越宿（6：却）一玉置山（13：00）一員  

吹金剛（17：却）  

出口のない僕悩に苦しむアル中の友に大森昌也先  

輩を紹介した。オウムの悪業には我が内なる闇を培  

り出された気分になった。哀しい出来事多く、不況  

の会社に工場作業の手持ち無沙汰がさらにこたえた。  

こういう時は山に限る。一週間の休暇を頂き、大崎  
奥駈行に入ることにした。妻は同情のそぶりなく、  

ただあきれて「気楽な人やねぇ」とボツリ。うなだ  

れて出発した。  

感紬じ なほ山渓く 分け入らん  

重きこと聞かぬ 所ありやと （西行）  

雨すだれ みどりの色の にじみでて  

憂き身を染めし 奥駐の路  

6月8日 雨   

近鉄／＼禾駅よりバスにて熊野本宮へうっとうし  

い梅雨空の平目に乗る人とてなく、貸切り同然のバ  

スは十i封Il峡谷をひた走る。篠つく雨の中、本宮に  

て下車、備崎楕より尾棍末端に取り付く。七耕を  

越え、吹越宿跡′ヽ何を勘違いしたのか、路をはず  

して吹越山に迷い込み、リングワンデリング」雨と  

薮こぎに縮刷すること2時間、方向感覚を失って薄  

暗い杉林の中に初日の夜を迎えた。激しい雨がテン  

トを打つ。素掛こなってシュラフにもぐりこんだこ  

6月10日 畳後暗   

昨日は妻の誕生日、また全国的に一気に梅雨入り  

宣言、こんな時に山に入る馬鹿はいない。人抽、  

山また山の深山組自然林のヤセ尾根となり、鎖  

頓に入ればまもなく地蔵岳、石楠花の叢林をくぐる  

路に落花のおびただしく、足元を気遣うのも面噺だふ  
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右下J」聞に上葛川という窪地あり。弘法大  

師が高野と並んで宗教都市の候構地とした所  

だム恐るべきは宗教行者、強靭な肉体」実践  

力、博学無類の天才空海がこの深山に立っ姿  

を想うだけで興奮してくる。   

南奥駐通が一般イヒしたのはここ10年来のこ  

とで、新宮山彦ぐる－ぶなる団休の道の整備  

によるところが大きい。佐田ノ辻には行仙小  

屋が新築されている。蕗（出Lヒにつれ良くな  

り、行仙岳、倶利迦羅岳、転法輪岳と林の中  

の倦み跡をただ歩くのみ。平治宿、持経宿の  

水平な山路は素晴らしいブナ林である。また  

も無粋な林道力囁根を横切っており、時間は  

早いが、濡れた衣服を乾かすべく、槻削、  

屋に泊まることにする。   

小屋には先着の行者が2人居て、初めて人  

に出合う。彼らは那智Lh青岸渡寺より歩き始  

め、今日で6日目、山田智泉師（70才）は奥  

駐9度目、北村さん（粥才、女性）は九州よ  

りの峰入り5度目。話がはずみ、夜遅くまで  

囲炉裏のそばで、修験の心を聞く。明治の神  

仏分離、排仏毀釈に怒っていb   

出発（5：測）一地蔵岳（7：加）一行仙小屋  

（10：00～40）一持経宿（14：20）  

ホ机鼠A付J8  

瑚購  
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こずゑ洩る 月もあはれを 思うべし   

光に具して 霧のこぼるる （西行）  

奥駐の 険しき掛、敷きつめし   

散華の路の いかで踏むべき  

6月11日 晴後雨   

邪心なきこ来光、重畳たる山並みの臭から  

真紅の大日が昇る。神々しい。山田師も・－1L、  

に合掌する。大日の下に薄く雲がたなびいて  

いる。 「蓮華座である。瑞兆だム今日はいい  

ことがある。」と言われる。私も近くの金剛  

童子での行に随伴する。ホラ月の音、説経の  

声か囁のしじまを破って樹々に響けば、応え  

る野鳥の鳴き声とのアンサンプル、修験の霊  

験あらた如こ、真言、錫材の普すずやかなり。  

‥
几
T
T
一
 
 
加紅酌摘   
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彼らに先行して北上、湿簗岳を越えると、笹の背  

丈も低くなり、林影もまばらに光盗れて、快適な山  

稜漫歩となる。白い花（しろやしおという）が咲き  

乱れ、鹿の駈けるまさに挑醗恥、束の間の晴天なが  

ら、山想遊行の快楽を済喫した。前鬼より上ってく  

る路が太古の辻で合流、まもなく深仙宿。番栢水と  

名付けられた岩清水があり、稜線上の貴重な水場に  

なっている。大蜂の名峰第一の釈迦ヶ岳は申し分な  

い展望台である。北側は岩肌の露出した尾根で、雰  

囲気は一変する。これよりゆるやかな吊尾根状とな  

って、最離／＼経ヶ岳へ継ながる。   

高度が高くなったためか、シラピソ、トウヒの類  

が多くなり、林相が単調になって目が楽しめない。  

そういえI£この間に奥駐の両部分けという地名が  

ある。ここより南は胎蔵界、北は観梅相の変  

化と相まって、その命名理由が分かるような気がす  

る。隠落敷Z3軸抄楓針葉樹が金剛、ピッ  

タリする。今日は長丁場でフラフラになって弥山に  

着く。小雨を理由にして、′J蘭白まりとする。   

出発（4：別）一大古の辻（9：50）一釈迦ヶ岳（11：20～  

亜）一執1山ヽ屋（17：20）   

情はない。それにしてもよく降る。雨水を山全体が  

ぼってり含み、緑色の光沢を放つ。樹々の雫まで翠  

を宿し、控えめな白い草花は緑色に染まり切ってい  

る。   

荷物が軽くなったせいか、日頃の不節制のツケを  

払い終えたのか、やっと歩行にリズムが戻ってきた。  

いわゆる三昧の境地、ナチュラル・ハイに入った。  

ただ黙々と歩く。身体を打つ雨音ララバイ、夢心也  

山はいい。雨足が強くなる頃、山上ヶ岳山頂の大坪  

山寺本望に到乱折から護摩行の最中で、ホラ月の  

音が本堂に背き、説経の声は雨雲に香い、厳粛な気  

分になる。護摩の火が音をたてて燃え上がり、思わ  

ず聞き入って、長い時間合掌する。信心のうすい方  

なのlら   

山寺を辞して、登拝路を下るが、強い雨足にギブ ー／  

アップ、洞辻茶屋にて沈，無人の広々とした茶屋の  

一隅に座し、雨と風の昔に聞き入る。   

出発（5：20）一大普賢岳（10：30）一山上ヶ岳（12：50  

～13：40）一洞辻茶屋（14：20）  

峰の上も 同じ月こそ 照らすらめ  

所がらなる あはれなるべし （西行）  

たちこめし 狭霧の奥に タみづくっ  

恋唄佗びて 我が妹想う  

西行は2度の奥転入蜂を果たしており、18首の歌  

を残しているが、うち10首は月を詠んだものだ。秋  

の入船、、今日は私の鹿の歌3首。  

雨の日も離負う鹿は鳴きおりて  

山想遂行 夢喰う我は  

我もまた求めて止まじ埋を  

君が慶雅は 知る由しもなし   

小角ならと アルピニズムを 尋ぬれば  

けものにまさる 先達はなし  

6月13日 雨、雨  

坊なぐりの土砂降り。山の朝じたく。深夜放送で  

「犬のおまわりさん」の唄を聞きながら、ラーメン  

をすすっていると、1人の行者がマントを翻して下  

ってきた。この山に馴れ切った足取り、未明の雨の  

中に消えていく後ろ姿に小角卑見た。私も彼の後を  

追うように、肌寒い雨の中へ出発。山路は沢筋のよ  

うに水が流れる。五番閑よりはぼ水平な杉林の捲き  

道となり、変化のない景色の中ひた下る。吉野まで  

24キロと道標にある。   

銘木吉野杉林には青い掛ヾ立ち込めて、山の精気  

がヒンヤリした山肌に満ちている。樹の息吹か妖艶  

を感じた。玉置山で見た古木の淡鹿は望むべくもな  

いが、美と生を購って生きるしかない人工林にも、  

それなりの健気な美がある。  

6月12日 雨   

雨足は強くはないが、風と濃いガスの中降りしき  

る。持経宿に雨具を忘れてきてしまい、ゴミ袋でカ  

ッパを作る。なかなかいい。奥駐行にはカラフルな  

ゴアテックスの最新装備より似つかわしい。   

行者遼より七曜岳付近はハシゴ、鎖場が多いが、  

大普賢岳を越えると、掛まなだらかな街道風となり、  

女人結界を過ぎると、整備されつくして、山路の風  
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青根ヶ峰手前で林道に降り立つ。タンクローリー  

が喘いで登ってきた。金剛神社に着く前に、強引に  

下界に下ろされた気分だ。奥転の最後を西行庫に憩  

うべく、奥千本に向かう。西行、偉大なり。したた  

り濡れる苔の庵、静寂孤高の俺住居、深々と大気を  

吸い込むふ雨はいっの間にか小降りとなり、地表よ  

り染み出るような霧雨に変わっていた。   

出発（5：30）－西行庸（10：00～50）一吉野駅（13：10）  

憬が西行への敬尉こ移っていく道程と軌を一にして  

いる。やはり本邦アルピニズムの開祖は役の小角の  

他にいないと患う。   

それにしても、大掛こは雨がよく似合う。歌仙西  

行と並記すべきは不遜のそしりを受けるかもしれな  

いが、歌紀行を長歌にして締め括ろう。南無神変大  

菩薩！！アビラウンケンソワカ 苦行する西行の姿  

を雨の野馳（別名五葉つつじ）に映して詠める。  

とくとくと 落つる岩間の 苔清水  

改みはすまでも なきすみかかな（西行）  

－嘗あ雨のみ山にかよいきて  

ききしにまされる 歌仙と知らる   

墓なる 古人の 跡尋ね 雨のみ山に 分け入れば  

こずゑの雫 雨すだれ 月の光の 影もなく  

ただ雨音の さめざめと 泣き呼ぷ鳥の 棲家とて  

契り結べぬ 空きねぐら 山の暮らしの 侍しさを  

もののあはれと 人し言う 奥の奥なる 大件の  

岩のつつじの 色さえも 人目触れずば 何ごとも  

あらぬ旅寝の 夢枕 雨のつぶてに かいなくも  

落花のうさを はらすべく 吾をまねきし  

手管とて歌仙力敵密やかにかなでて月日を  

重ぬれば ようやくかないぬ 君が姿見  

大枠でのまともな山行は初めてである。咋軋妻  

とハイキングで弥山に登り、今春、会社のイベント  

で、光大日講第128回（年）目の峰まいりを樹lは  

り山上ヶ岳、稲村岳と歩いたが、精進落しの宴会が  

主目的のような形尉ヒした行であれば、面白かろう  

はずはない。   

今回は感激した。雨がいい。静掛q＼い。ルート  

は踏跡があり、雪黒部の比ではないが、四方山また  

山の風寮は勝るとも劣らない。身近にこんな絶品が  

あったとはうかつだった。ヘルマン・プーノレ＼の憧  

歌仙詠む こずゑの月に 会えなくも  

まされる雨の つつじなりけり  

黒部山人 吟  

多  

■●11l’「忙：コ州ド伸：コIl：：・lに：：：！！；三：；；   

例年ポート条は5月最終の土・日  

曜日に行われるが、どうやらこれに  

先立つ一週間前の日曜旧に縦習の機  

会が設けられていたらしい。この擁  

際にはもう少しかかったように思  

う。日曜の午前、それに外は雨と  

きている。ゆっくりされていたに  

違いない。山辻Dr．の強引な要請  

ボー ト名竪練習言己  

顧雛  

習に参加したのは、昨年に続いて今年で2度目。   

今年はあいにくの雨で、JR桜ノ宮駅に集まった  

のは山辻Dr．・苑樹の2氏と小生の3名。朝まで  

の所要時間が1淵軌＼だろうということで、ダイキ  

ン勤務の岡野氏に無理を言う。小1時間での到着を  

期待したが、それは待つ方の身勝手というもの。実  

に渋々腰を上げられたことと患う。   

世話をしてくれるボート部は沈澱を決め込んでい  

たのだろうが、艇を出してくれる。咋牢l朝鮮前の  

水面で丸を措くくらいの繰習だったが、今年は大い  

にねだって、顔八橋の上から銀編までストレートに  

漕ぎ下らせてもらう。岡野氏は学生時代に漕いだま  
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まで、その後はご無沙汰ということらしいが、スム  

ーズにいく。おかげで銅棒まで無駄なく力を出し切  

ることができ、五休に満足感が張る。小生は雨具を  

着用していなかったが、まだもう少しくらいは我慢  

できそうな濡れ方こ   

艇庫に戻った時、朝から仲間の参集を待ち受けて  

いたダイキンの若手社員は、お昼をまわったという  

のに、ついに待ちぼうけ。岡野重役との間で⊥言、  

二言言葉が交わされていた。岡野氏の静かさは昔と  

同じ。立派になられたものだム後で知ったことだが、  

ダイキンは今年は8艇参加とのこと。市大OBは1  

人も含まれていない由。まさに市民の祭というべき  

かb   

正味10分はど漕がせてもらうために、晴れるあて  

のない小雨の中、半日を費やすム間が抜けていると  

いうか、気が長いというか、雨の山行を連想させら  

れる。しかし、これはこれで素晴らしい日曜日でし  

た。ドクターは岡野重役に生ビールをご馳走すると  

いって、苑尉氏ともども駅方向に向かったことでし  

た。  

艇とも哀れな成騎でした。そのかわりロートル同志  

の素晴らしい樹間の語らいがありました。西田氏の  

スナップにあるのですが、河Jl傲公園の桜が好まし  

い樹陰を作り、効果を上げてくれていたように患い  

ますム幹事の手落ちで、ビールの本数が足りなく、  

ご迷惑をかけてしまいました。誌上を借りましてお  

侍び致しますム  

リルン1号 西田、淵臥苑尉、佐々木、山辻  

リルン2号 大島、川勝、小松、福山、小笹   

他に、南・浅部・上宝・水江・留学生沈君（小林  

教室）の各氏が賑わいをつけてくださいました。解  

散は三々五々という形になったのですが、最後の一  

塊は上堂氏がお仲間と催されている嫉き物作品の発 J  

表会場へ移動し、芸術というか、文化的というか香  

気漂う現代のサロンの空気を吸わせていただきまし  

た。  

ボート祭の抱合塔西村正男君が東京へ移ってしまっ  

たので、いささか淋しい。ひきつづき東京での活躍  

をお祈り申し上げたい。多  後言己肝心のレース本番の成果lも 2駆出して2  

≦≧員才肖一息  

・昭桐卒 青末正明氏が、平成7年8月9日ご逝去されました。慎んでご冥福をお祈り致しますム  

青木正明君追悼の記   大倉豊彦   その後数日、来しかた行く末に患いを馳せて眠  

られぬ夜を過ごした。首都鴎所在の谷口、内藤  

両先輩からは翌日「一体どうなったのか」とお  

問い合わせの電話をいただいた。   

山岳会の皆さんは既にご断下さっているよ  

うに、私は輌粗旧制大坂商科大学予科に  

入学し、当時予科3年の池永会長に山岳部に入  

れていただいたが、明くる昭和別年大阪市立大  

私の「同組、そして好漢の青柾明君が、  

8月9日朝、Sudden Deathで亡くなった。浅部  

君のもたらした彼の言博臥久地業種の友人と  

「長崎」や「安媚軌のことなどを談じて少  

し遅く帰宅した10日夜、家財、ら聞かされ知っ  

た。これまでに亡くした友人l妙なくないが、  
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学誕生の時は市大でたった1人の部員であった。  

その上には旧制商大の方々が居られ、上記の内  

藤さん（予科3年）、そして池永さん、谷口さ  

ん（学部）、それから順繰りに戦後、戦前ご卒  

業の大権前会長、さらに泉さんがた大先輩へさ  

かのぼるのである。さて、市大山岳部へは間も  

なく田倉（現在辟酌、信濃氏らが集まり、青  

木、廣谷、荻野、高木、種本、大島、川勝氏ら  

が加わって、商大・市大山岳部は活動を拡げて  

きた。しかし、私は嘗てテントキーパーを務め  

た程度で、先輩あるいは後年の会員の皆様のよ  

うに優れた山歴はない。ただ、青木氏も加わっ  

たいくつかの山行は終生忘れ得ないので、ここ  

に2、3記したい。  

（1）少しは部員も増えた昭和2畔5月、リーダ  

ー信濃氏で春の槍を目指したが、槍沢から上は  

悪天候で雪崩などもあり、「旦上高地べ下り、  

次いで西穂高のピークに立ち、しばしの間、白  

銀の日本アルプスを眺め得た。青木氏ともども  

私にとって初めての春山であった。この時、隊  

員には内藤、田倉、岡田、軌廟臥荻野、  

青木氏らが居たが、この中では先年亡くなった  

馬弛氏の後を青木氏が追ったことになる。  

（2）引き続き26年7月、池永CLのもと測名に  

届くメンバーで潤沢合宿に出た。21時を過ぎて  

騒いでいるテントに対してはCLから容赦無く  

「飯炊け」の指示が出て、規律は厳正であった。  

誰が翌日のテントキーパーになったかは失念し  

た。10日程の合宿の後、徳沢キャンプで山集り  

（カレーパーティー）、それからA～Eまで数  

人あての隊に分かれて、それぞれの力量に合っ  

た縦走入った。私はEパーティー、リーダー内  

私大倉、竹内、青木、奥、高木氏の6名で、  

仁科三湖の一つ、青木湖でキャンプ休養（楓  

針の禾峠を越え平の渡しを捗り、五色ヶ原を通  

り、立山のあと剣御前で集中豪雨も棚、称名  

の滝を眺めっつ下山した。当時のメンバーには  

失礼だが、ただただ歩くだけで、それ以上のこ  

とはやらなかった（やれなかった）が、糞しか  

った。最高1日30血I渉き、テントも分担して  

背負ったから今の陸上自衛隊普通科連隊（初任  

コースの卒業は軽装でただ1日25血歩ければO  

Kの由）には負けない筈であった。当時、青木  

君そして皆共によく食べた。  

（3）昭和27年5月18日、新人歓迎合宿の翌日、  

六甲縦走の途中で岩場を下る擦習をした際、殿  

でザイルを外して岩場を下りた私は、風化した  

岩が崩落して頭蓋骨折し、池永CL始め山岳部、  

山岳部先輩団（今の山岳会に相当）に大変なご  

迷惑をかけ、また御世話になった。青木氏にも  

徹夜の看病をしてもらった。私は還暦を過ぎた  

今でも、H氏あたりに何かと押絵される仕儀と  

なった。このケガが一因で、市大一期生だった  

私は経済学部で青木氏の1年先輩であったが、  

昭和29年彼と「緒に卒業して廣己のように「同  

級生」となった。   

青木氏とは京甜で家が近かったせいもあり、  

こ父母にも再三お目にかかった。（当時市大生  

文系の約10％は京都勢だった。）そして、竹内、  

高木氏ともども、山行の他にも交際が浅くなか  

った。約1（挿前、私が首都圏勤務となって後、  

休日京敵こ立ち寄って、上記仰札青木、高木  

氏を誘い出し、Eパーティーの小コンパを開い  

た機会汎青木君との今生での別れとなった。  

末筆になったが、私も面識のある文子夫人はも  

と「青櫻」の美人教え子であった。遺憾なが  

ら葬儀に出席できなかったが、今秋には、ニュ  

ーヨークに行かれた内藤先輩のメッセージも携  

えて墓参したいと念顧している。次の山岳会で  

も彼を知る皆様がたと想い出話はつきないであ  

ろう。他こ書きたいことは尽きないが、長くも  

なったので、別の機会を得たい。想えI£青木  

氏は良き息子、長じては良き夫、優しい父であ  

ったが、少し働き過ぎではなかったか。「63才」  

は早すぎた。慎んで合掌しご冥福を祈る。  
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っている市大山岳会関係の方（も兵頑さん、栃木君、  

矢倉さんと言うように、数人はいる。NIFTY－  

Serveに入っていなくとも、今流行のインターネッ  

トの川さえあれば（大手企業の技術系の方なら必ず  

持っていることでしょう）、相互に電子メールのや  

りとりができるのである（私の会社でのインターネ  

ットのアドレスは、Okuda8・1ab．zeon．co．jpです）。  

そのバイクフォーラムの仲間と知り合いになり、チ  

ームを組んで今回のレース参戦となったのである。   

葺巨151匡醐スカイエン  
デユーロ重職言己  

奥圧］尚∃三   

突然、場面は四光蜂のキャラバンのシーンになる。  

四光峰の登山を終了して、休養とこれからの方針を  

決めるべく、私達は人民解放軍兵舎跡でキャンプを  

していた。四光蜂の登山の後は、チョー・オユーの  

偵察とか、カイラスヘ行くとかの計画がたてられて  

いたが、組、齢下のチベットではどの希望も  

かなえられぬまま下山する事になった。小倉氏と三  

木君は、自転車でラサまで帰る計画をたてていたた  

め、ブリジストン自転車からマウンテンバイクを借  

りて持ってきていた。キャンプの周りで乗せて貰う  

と、とても面白い。しかし、このキャンプまで来た  

道のりを考えると、また、近くの村までと言って深  

夜になるまで戻って来なかった2人を考えると、人  

力は辛いものがあるな、と思ったものである。そこ  

でチベットの高原をオートバイで走る事を想像しっ  

つ、平和な満ち足りたキャンプ生活を楽しんでいた  

のであった。もともとオートバイには少し興味があ  

り、大学院生時代に中型2輪免許を取っていた。四  

光触、ら帰ってすぐに会社の後輩が、まさにぴった  

りのオフロードバイクを数万円で売る、というのに  

飛びついたのであった。1年近く動かしていなかっ  

たそのバイクが動くようになるには、時間とお金が  

それなりにかかったが、機掛＼じりが好きであった  

（らしい）私のバイクライフのスタートとしては良  

かったと思っている。そのバイクはエンジンカ軌  

次のバイクは・・というように2、3台乗り継ぎ、  

気がついたら、運転免許では→番難しいと言われる  

自動2輪の限定解除の試掛こ合格しtいたのであっ  

た。   

という話とは関係なく、私はパソコン通信（以下  

「パソ通」）をしている。1990年の6月ごろに、  

「光線銃のチームに入るため」というあまりにオタ  

ッキーな目的で、Nifty－Serveに入会し、徐々にバ  

イクの集まり（「フォーラム」と言う）での活動を  

するようになった。ちなみにNifty－SerYeのIDを持  

今回参加したのは「第15回女神湖スカイエンデユ  

ーロ」というレースである。オートバイのレースに  

もいろいろあって、水着を着たお姉さんかレ、イヒー  

ルで鴇歩しているサーキットで行うレースもあるけ  

れa今回のレースはそういう舗装路で行うオンロ ）  

－ドレースではなく、舗装路外で行うオフロードレ  

ースである。オフロードレースにも、同じところを  

ぐるぐる回るサーキットのレースもあれば、今回の  

ように普段は、林道や私有地の道をクローズして行  

ういわゆる「オープン」のレースもある。今回はオ  

ープンで時間が長く耐久の要素があるのでオープン  

エンデユーロのレースという事になる。このレース  

は、長野県は女神湖の近くで行われるので、日本一  

高い標高で行われるエンデュー・レースなのであ  

る。   

今回は、やはりパソ通で知り合った友人の弟さん  

と共に、私の幼児カラー（ラベンダー色）の粗‡1缶5R  

で出場した。昨年の春と秋に出場し、春はガス欠で  

リタイヤ、秋は絵合で100位ぐらいだったので、目  

指すはBクラス1桁、縁台2桁である。   

「女神湖」は、参加申込書を手に入れる事自体が  

大変である。今回もパソ通での友人から護ってもら  

って、やっと出場権を手に入れたのであった。レー  

ス前に行われたライダースミーティングで、「約  

40叩通の申込葉書が果て、出場できたのは劫4台で  

あった」とアナウンスがあった。どうも、何度も出  

ていない人、遠くの人、女性が有利なようでもある  

（真偽不明）。とにかく、何とか出場できた私はと  

ても幸せである。  
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「女神湖」のスタートは、まず、Aクラス（排気  

量125cc以上）、Bクラス（100～125cc未満）、Cク  

ラス（100cc未済）、Lクラス（レディース）で、出  

場申し込み受理順に出発順位が決まる。3台ずつ10  

秒おきにスタートするから、全員がスタートするの  

に、2朗／3×10／甜で、約16分かかる、私達はBク  

ラスで79番スタートだからトップがスタートしてか  

ら約13分後にスタートするのである。しかしながら、  

別にスタート順にタイム枯正などはしてくれない。   

しいから、空気圧を高めにした方がいい」と言って  

いるのを小耳にはさんだので、少し高めにしておい  

b しかし結局走ってみると昨年の秋よりもましだ  

ったので、後悔したのであっb   

さて、走っていて後ろブレーキをかけると、なん  

だか後輪がよく跳ねる。なにかと思うと、これはレ  

ース1週間前に後輪ブレーキのディスクパッドを新  

品に交換しており、めちゃくちゃよく効くので今ま  

でのタッチと全然違うのであった（と気付いたのは  

殆ど2周走り終わるころだった）。と後でパートナ  

ーと話していたら、「やっぱり。早く言ってくれな  

きゃ。それで転倒しました。」と笑顔で言ってい伝  

パートナーとはコミュニケーションが大事である事  

を学んだ事を今回の教訓としよう。   

ガレ場の登りはやはり渋滞していたが、・前回ほど  

ではなかっbガレ場を登り切ると、やはり温度警  

告ランプが点灯した。つまりオーバーヒート気味な  

のである。今回はエンジンストップはいやなので、  

なるべくエンジンに負荷をかけないよう注意して走  

った（折角対策したのに）。1周目はうわずってい  

て緊張して非常に疲れる。ビットロードに入ると、  

制限速度は30knなので、背中につけているキャメル  

・バッグからスポーツドリンクを飲む。パートナー  

とは3周交替の約束なので（ひそかに12周の予定だ  

った）、約束通り3周で交替する。2、3周目は、  

渋滞も全くなくなり、緊張もとれて、やっとニーグ  

リップ（腰でバイクを挟み込んでコントロールする  

こと）を思い出す余裕が出てきた（単に腕が上がっ  

ただけとも言える）。転倒もなく無事に1回目のラ  

イディングを終了しh   

パートナーと交替したら、1周でピットインして  

きhリザープにはいったので、給油だそうだ。家  

でトランポに積む前に、満タンにしておいたのだが、  

車検前に燃料コックの付け替えをしたり、試走した  

りしたまま補給しなかったのでリザープにはいった  

らしい。計画では6周でライダー交替とともにガス  

補給をするはずだったのに計算外だっb   

3周交替だと、さすがにゆっくり昼飯（サポート  

の皆様のおかげです）を取り、休憩ができる。と患  

ったらすぐに自分の番である。  

ところで「女神湖」は1周約15血で、速い人は約  

20分で周回する。トップが13周（つまり約200kn）  

すれは終わりで、約4時間半で終了する事になる  

（そのとおりとなった）。トップがゴール後、30分  

までにゴールすれば完走となり、それ以降はDNF  

（DIDI灯r F川ISH）となる。つまり、79蕃スタート  

だともう半周以上のハンデがあるのだ。といっても  

今回結果を見ると、Bクラスの1、2位は絵合8、  

9位に入っているので、言い訳は通用しない。とこ  

ろで、Aクラスで川位以内に入ると「女神湖」の普  

通バージ ョンには、もう出られなくなるので、何度  

も出たくて速い人はBクラスに出ているという噂も  

ある（もちろん我々はそのかぎりではないが）。   

スタートはこの私，3人の中では出足が1番速か  

ったが、ふけなくて（エンジンのパワーが出なく  

て）、2人ともに抜かれbなんでふけないかと言  

うと、標高が高くて醒稟が薄いからである。前回ま  

ではその対策をしていたのであるが、そのかわりに  

オーバーヒートが起こる。今回は、オーバーヒート  

対策のためにふけないのである。ところで、なぜオ  

ーバーヒー トするかといえば、「女神湖」のコース  

が殆どガレ場の登りだからだ（もちろん登りだけで  

はなく下りもあるが、フラットな砂利道と舗装路な  

ので、問題にならないのだ）。昨年の春（よオーバ  

ーヒートで何度もエンストしたので、教訓である。  

バイクにもっと低速トルクがあるとか、もっと腕が  

あれは別悔んだけど。で、1周目。昨年の秋は春に  

なかった大きな石がコースに蒔いてあったが、今回  

はそんな事はない。ピットを設営している時、オフ  

ィシナノlの人が「今回のコースコンディションは厳  
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今度もやっばり1周目は肩に力が入ってしまう。  

抜いて挨拶しようとして、よそ見をしたら転けた。  

1周してビットでハンドルを蹴って修正してもらう。  

2周目はなんでもない所で、転けた。そうすると、  

直後を走っていたバイクがお腹の上に乗りかかって  

きた（つまりひかれた）が、どうって事がなくてよ  

かった、よかった。3周目は転けないで走れ払そ  

の上、2度目の3周は全くオーバーヒートしなかっ  

た。これは、路面状況が良くなったせいか、それと  

も私がうまくなったせいか（ナイナイ）？   

3周走ってパートナーに交憩，しばらくすると、  

トップが最終周回に入ったとのアナウンスがあった。  

つまり我々は、11周できるか、10周かのボーダーラ  

インにあった訳だが、結局10周でフィニッシュした  

のであった。   

さて、メインイベントの抽選会（表彰式はおまけ）  

であるが、半分以上の参加者に何らかの景品が当た  

っているのに、くじ運の悪い我々は何も当たらずに  

すごすごと会場を後にしたのだった（昨年の春は  

「わらしべ長者」をした）。次回は必ず高額商品を  

当てるぞ、と決意を新たにする我々だった。   

最後に我々の噸位は、Bクラス8位、捨金88位で  

した。ちなみに、出走台数は281台 完走221台。  

Bクラス出走台数御台、完走19台でした。多  

お矢口らせ   

故森本氏、三島氏より蔵書の寄贈があり、これ  

を中心に約600冊の図書の管理体制を確立しまし  

た。同封の図書日掛まその明細です。会員、会友  

の皆様に貸し出しいたしますので、下記によりお  

申込み下さい。（当面は以下にて運営予定）  

①図書はダイヤモンド電執鰍こ保管する。  

③図書保として浅部氏（ダイヤモンド電機㈱勤務）  

をおく。  

③貸出を希望する人は、一回5冊までを図書係に  

申し込み、係より着払いにて宅急便で送付。一ケ  

月以内に宅急便（元払い）にて図書係ノ＼返送する。  

直接の貸出は行いません。  以 上  

＊ ＊ ＊   

会員名簿の変更を随時ニュースにてお知らせし  

てまいりましたが、変更が重なってきましたので  

現時点での改訂版を同封致しました。さらに変更  

がある場合は、文ニュースにてお知らせしますの  

で、こ一報下さい。  

＊ ＊ ＊   

現役の夏合宿の報告と、新人勧誘の為に作成し  

たチラシ、葉書を同封します。次号には小林先生  

の報告など予定しています。  

榊榊 編雑言己 榊榊  

・皆さんからの原稿の量が増え85ではおっつかず、今号よりA4版に  

変更しました。春から我家にやって果たパソコンでいざ編集！と意  

気込んでいましたが、一向に進まず、やおら長年使っているワープ  

ロ専用機を取り出すはめiら次号こそ頑張るぞム  

・今年の夏休みはまたまた自転車で、四国は足摺叩から室戸岬まで、  

途中四万州lを河口から蹴まで遡りました。川と海のきれいさに  

感動しました。  

・土日が雨（劫、りで少々慶一駄皆さんはいかがお過ごしですかb原  

稿お待ちしています。多  《編集：総務幹事 矢倉 睦》  
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